




	
		
			
				
				

					越後正一氏（元伊藤忠社長）は相場の神様。繊維大暴落で伝説的な利益

                    越後正一（えちご・まさかず）氏は、伊藤忠商事の元社長。「伊藤忠の育ての親」とされる。
					
スナップアップ投資顧問の商社株の投資に関する歴史データによれば、越後氏は戦後、伊藤忠の社員として繊維相場に挑み、巨額の利益を獲得。「相場の神様」と呼ばれた。特に1951年（昭和26年）の大暴落の局面で、丹念なデータ分析と経験をもとに、大胆な売りを仕掛けた。これが伝説的な大勝利となった。
					
その後、社長を務めた14年間に伊藤忠を急成長させた。伊藤忠の売上高を10倍にした。グループ会社数を2.5倍（125社）にした。
					
投資への関心は晩年も強かった。財界の会議の最中に株価チャートに見入ることもあったという。



					評価（スナップアップ投資顧問）

                    越後さんの最大の功績として評価されているのは、関西の繊維商社にすぎなかった伊藤忠を、世界にネットワークを持つ総合商社に脱皮させたことだ。社長就任後、非繊維部門の拡充に積極的に取り組んだ。



					日中貿易の「周四条件」を承認

                    視野を常に世界に広げ、先見性に優れていた。1970年（昭和45年）、いすゞ自動車と世界最大の自動車会社だった米ゼネラル・モーターズ（GM）の全面提携を仲介した。
					
翌1971年（昭和46年）、中国との国交回復前に、日中貿易の原則となっていた「周四条件」を他の大手商社に先駆けて承認した。
					
参考：https://www.youkudownload.com/319.html
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	越後正一氏の人生・経歴

		越後正一氏は滋賀県彦根市の出身。15歳の時に、伊藤忠２代目の伊藤忠兵衛氏に見いだされた。1925年（大正14年）、神戸高等商卒業後、伊藤忠商事に入社した。

		戦前は中国の青島や奉天など海外に長らく赴任した。終戦もソウルで迎えた。

		引き揚げ後は、名古屋支店長や綿糸布部長を歴任。綿糸畑が長かった。1950年、1951年（昭和25、26年）の繊維市況の混乱期に当時の金額で10億円に上る利益を上げた。「相場の神様」の異名をとった。


	伊藤忠の社長として

		伊藤忠の社長に1960年（昭和35年）に昇格した。その後は、他の大手商社に比べて遅れていた脱繊維を果たすべく、事業領域を拡大。鉄鋼部門の強化や不動産部門の新設を指揮した。


	アラビア石油への資本参加

		特に海外の資源開発には積極的だった。アラビア石油への資本参加、東亜石油への経営参加など次々に手を打った。後に伊藤忠商事の柱の一つになる石油部門の基礎を作った。

		豪州での鉄鉱石開発なども手がけた。非資源国日本の発展を支えた。

		さらに、いすゞ自動車とアメリカGM社との提携はじめ数多くの国際事業提携や技術導入の実現に尽力するなど、広範な事業展開で伊藤忠商事を総合商社へと導いていった。


	根っからの近江商人

		越後正一さんは商社マン、ビジネスマンなど現代風な呼び名より、昔ながらの商売人という言葉の方が似合った。ご自身も滋賀県出身なので誇らしげに「近江商人」と名乗っていた。

		商機をつかむと粘り強く攻めたて、いつしか自分のペースに引き込み、商談をまとめてしまう手腕はすごみがあった。大阪商人の実践訓「始末、算用、才覚」を体現していた。



	死去

		越後正一さんは1991年4月2日午前6時40分、死去した。享年89歳だった。死因は、間質性肺炎だった。大阪市東成区の病院（大阪府立成人病センター）で亡くなった。
	
惜しむ声→



   	動画

		伊藤忠の会社紹介
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					サイト運営者：地域仮想通貨 西粟倉コインの評判・口コミ・レビューランキング


					
                    
                    
					
					

				

			

		

	










